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財団法人 省エネルギーセンターが作成した【平成１９年度版 工場の省エネルギーガイドブック──省エネル
ギー診断結果と改善提案事例 】によりますと、同センターが平成９年度から平成１８年度に実施した、工場の『現地
調査による省エネルギー診断』の結果、診断による改善提案項目のトップ３は、『空圧機器関連』 （ 提案項目総数
＝16,052件）の8.1％、『エネルギー管理体制』7.0％、『照明設備関連』6.8％でした。今回は、国内の工場設備で
消費される全電力の約25％を占め、提案項目トップの『空圧機器の省エネルギー』の一部を紹介します。

空気圧縮機の使い分けで省エネルギー

空圧機器省エネルギー対策事例

○吐出圧力を下げる 圧力 0.69MPa⇒0.59MPa で動力 8.4％低減。
○エア漏れを減らす 漏れ箇所発見例 ： ホース（75％）、フィルター（15％）、バルブ（10％）
○配管の圧力損失を減らす 配管内の流速は５ｍ／秒が経済的
以上の他にも様々な省エネ事例があります。 (株式会社 日立産機システム パンフレットより抜粋）

空気圧縮機の使い分け事例

圧力によって圧縮機を使い分ける ： 局部減圧

用途によって圧縮機とエアブロワーを使い分ける
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圧力によって圧縮機を使い分ける ： 局部増圧


